
 

 
 

 

 
 

下う市道料金値下げ  
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くらしの相談 お気軽に 
山本邦夫市議  ９８２・８８４４  
巌   博市議  ９８２・９６６３  
亀田優子市議  ９８２・１２７７  
中村正公市議  ９８３・８３１２  

日本共産党が予算の組み替え動議を提出する

のは４年ぶりです。  

市長提出の予算案では国民健康保険料の値下

げが組み込まれたものの値下げ幅は課税所得２

００万円の４人世帯で年間４１万円という高い

保険料ですが、値下げ幅は年わずか７４０円。

「くらし応援」には程遠い値下げ幅です。  

組み替え動議では、国保料の追加値下げ、低

所得者の医療費負担金減免を拡充、さらに小学

校・中学校の新１年生への就学援助のうちカバ

ンや制服などの準備金を入学前に支給すること

を提案。プラスチックごみの毎週回収、下水道

料金値下げを盛り込みました。  

 八幡市の３月議会では、国民健康保険料の値下げ、学童保育の

開設時間の延長などで一歩前進しました（既報３月２６日号）が、

くらしの改善効果は不十分な点が多いので、日本共産党市議団は

２７日の本会議で、来年度予算案にたいし総額１億５４００万円

の組み替え動議を提出しました。  

     予算の組み替え動議は、日本共産

党の４人の賛成以外、他の会派の議

員が反対し否決されました。  

     全国では議会改革として予算の組

み替えや修正の議論が起きています

が、八幡では残念な結果です。  

日本共産党は、憲法生かし、暮ら

しを守る願い実現にがんばります。  

日本共産党の予算組み替え案 

◇くらし応援の予算へ 

・国保料の追加値下げ（５０００万円） 

・国保の医療負担軽減（１３００万円） 

・新入学生に入学準備金を３月支給

（９００万円）。平成３０年度入学から 

・プラスチックごみを毎週回収（３２

００万円）。１０月から実施  

・下水道料金値下げ（５０００万円） 

 これらの施策実施に必要な額  

     （Ａ）…１億５４００万円 

◇財源 

・同和事業削減（Ｂ）３８３０万円  

・基金の活用  

下水道事業基金から取り崩す  

（Ｃ）…５０００万円  

一般財政調整基金から取り崩す  

（Ｂ＋ＣとＡの差額）６５７０万円  


